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＜連絡事項＞
・WIZ掲示板に以下の研修案内が来ていますので、参加希望者は平賀IOOへメールにて連絡をお願いします。
研修名：八戸認知症診療を考える会
日　時：２月７日（木）　１８：５０～２０：３０

会　場：八戸パークホテル　１Ｆ　マグノリア

対　象：医師、薬剤師、看護師等

情報交換会：あり

※詳細は病院２Ｆ掲示板に掲載
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～臨時薬本日分で処方切れの為、主治医へ報告し同内容で13日分(2/1～)処方。膀胱留置カテーテル交換日の為、指示頂き、交換実施している。
・寺井　恵利子様～10:30療養環境変更目的にて東Dユニット20号室→西病棟Aユニット51号室へ転出となる。
・松田　善治様～現在常食・常菜だが、口腔内への溜め込み見られ、摂取に時間要している。栄養スタッフへ相談の上、本日夕から硬粥・粗キザミへ変更とし、様子を見ていく。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間となる。眼光の鋭さや診察時の主治医へのやや攻撃的な口調はあるが、不穏・興奮は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。大声でのスタッフコールや要求の頻回さあり、都度対応行っているが、要求が通らずに易怒性見られ、スタッフへの粗暴行為も確認されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中、他者やスタッフへの付き纏い等迷惑行為見られる為、終了時間早めて開放観察終了している。室内ではドア蹴り頻回に見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～時間隔離中。朝食後薬服用後に男性スタッフへの粗暴行為あり、スタッフ数名介入にて入室して頂き、施錠。8:45主治医へ報告し、一時開放終了し隔離開始となる。入室後も叫ぶ・ドア叩き等あるが、徐々に頻度は減っている。眼光の鋭さ等は継続して見られる為、開放は実施せず、様子を見ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～体幹のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。拘束部位の循環障害や点滴のトラブルも無く経過。対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～四肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。拘束部位の循環障害は無く、経管栄養もトラブル無く施行。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。8：00～17：00身体拘束時間開放中。ベッド上での体動は活発だが、ベッドから降りようとする等の危険行為は無く、対面時も時折妄想発言聞かれるのみで不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。昨日準夜帯にて経管栄養チューブ自己抜去あり、再挿入の指示と本日からの経管栄養の指示を頂いている(2/26迄)。9:30経管栄養チューブ再挿入後、朝の血糖測定と服薬を時間遅らせて実施しているが、血糖値は102～101㎎/dl、不調の訴えは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～介入時の拒否・抵抗強く、配膳したお膳をひっくり返す事や朝食後薬吐薬あり。表情も硬い。点滴本日分で処方切れの為、9:15主治医へ報告し3日分同内容(2/1～)処方・吐薬については経過観察の指示。10:00主治医へ報告し、レボトミン(25)1A筋注の指示あり、施行。施行時も一時的に拒否的言動あるが、スタッフ2名で介入にて抵抗は無い。筋注施行後は易怒性・興奮は治まっており、主治医来棟し対面した際も落ち着いている。
・山本　真智子様～ホール内を徘徊し時にニヤツキ見られ、側転等をする様子見られ、都度注意・介入要している。介入にて止める事は出来ている。
・夏坂　浩美様～昨日準夜帯では「肺が痛い。」と話される事があったとの事。本日はバイタルサイン異常や疼痛の訴えは無く経過。
・矢崎　清三様～本日深夜帯にて酸素飽和濃度89～90％であり、ここ数日微熱続いている。主治医へ報告し、胸部レントゲン・採血指示あり、実施。その後、田中Drより診察して頂いている。診察の結果、胸部レントゲンにおける異常所見は無く、COPDも重症を示すものでは無いとの事。朝1回2回の吸入薬(COPD治療薬のスピリーバレスピパット)を使用する事は本人も覚えており、安静時の酸素飽和濃度低下は無い為、同吸入薬は継続で良いとの事。酸素飽和濃度低下時には安静で、ベッド上安静でも酸素飽和濃度88％以下が継続する場合には酸素1～5Lの吸入で様子を見るようにとの事。
・嶋守　直人様～対面時の悲観的発言は続いており、金銭の事や「何もできなくなった」と訴える。行動化は無い。食事・服薬の拒否は無い。
・松田　善治様～食事は時間掛けて全量摂取。摂取中に口腔内への溜め込みも見られる。服薬の拒否は無いが、入浴は拒否強く、入浴出来ず。清拭・更衣のみ行っている。
・久喜　つき様～各食全量摂取。オムツ交換時には一時的に拒否・抵抗あるが、終了後には落ち着く。錠剤の吐薬があるとの情報もある為、内服状況確認していく。
・金澤　貫藏様～13:10ホールのベンチにて、閉眼し座位を保てないでいる。流涎あり。呼名、刺激与えるも反応鈍い。車椅子へ移乗し、自室へ誘導後臥床介助施行。呼名に対し、徐々に応答あり、その後、寝息をたてて休まれている。バイタルは体温35.8℃、脈拍68回/分、血圧150/81㎜Hg、酸素飽和濃度98％。眠気訴えているが、不調の訴えは無い。
・西舘　力哉様～深夜帯3:30覚醒後よりトイレへの行き来や飲水要求頻回であり、又、5:30頃からはドア叩きや大声で叫ぶ等不穏さ著明にあり。勤務交代後も不穏さ続いている為、9:00主治医田名部Drへ報告し、終日隔離開始となる。又、臨時薬も昨日分で処方切れの為、報告し臨時薬2日分処方(本日朝分から服用)となる。食事・服薬の拒否は無い。時折室内を脱衣して下着1枚のみで徘徊・臥床を繰り返す様子見られている。ドア蹴りは無い。飲水要求も頻回で、スタッフ側で時間を置いて対応している。
＜田名部Dr患者様診察情報＞
・立花　圭様～朝食後、突発的にスタッフに殴り掛かる事あり。8：40隔離開始となっている。診察時の対応は穏やかで、午後まで落ち着いて過ごせる場合には、開放して様子を見るよう指示あり。
・袴田　将志様～開放時間の延長について切迫した様子で訴える。来週まで様子を見て、落ち着いて過ごせるようであれば、来週から開放時間を拡大していく。
・澤村　彬様～特変なし。
・小笠原　久年様～治験終了の為、1/30から内服調整実施。幻聴や妄想発言聞かれるが落ち着いている。
・吉島　知寿子様～本人希望にて便秘時のIFオーダー追加。オロナイン軟膏の外部発注は許可となっている。
・瀧又　富造様～HDS-R実施し３点。

・小澤　和子様～シクレスト舌下錠からフルメジン糖衣錠へと変更していく。
・丹内　栄子様～他者への迷惑行為について指導受けている。
・高屋敷　良子様～2/1喀痰培養指示。
・工藤　悦子様～幻聴は「周りがごちゃごちゃ煩い」と訴えるが、幻視は否定する。
・尾嵜　マリ子様～早朝覚醒や腕の痒み、苛々が止まらないと訴えており、薬剤調整実施。感冒症状もまだあると訴え、本日昼から葛根湯処方。

・山本　真智子様～家族面談実施。生理とプロラクチン高値の影響により、精神症状悪化していたことを説明。薬剤調整実施し、2/9自宅退院予定。2/23新潟の田宮病院へ教育入院予定。紹介状作成していく。

・畑中　成夫様～特定スタッフ数名の名前を挙げ、「勤務が一緒だと肝が焼ける、憎しみが出て来る。私を責めているようで腹立たしい」と訴える。
・安達　貴浩様～北病棟への転出希望聞かれており、今後は西病棟ではなく北病棟を目標とする事で了承される。直ぐに転出するわけではない事を説明。
・島守　直人様～抑うつ症状に加え、切迫感持続。リフレックス2錠/日は継続して、クエチアピンを少量追加。作業療法導入指示あり。本日、インフルエンザ予防接種予定。
・石黒　理一郎様～退院時処方3/6まで。2/2退院予定となる。
＜皮膚科診察＞
・夏坂　浩美様～左踵部アズノール軟膏+ガーゼ保護へ変更、背部は改善のため処置終了。
・下村　慶子様～右足背に2×3ｃｍの水疱形成部にアズノール軟膏+ガーゼ保護指示あり。
・見付　幸一様、飯田修子様、木村　美智子様、名久井　光雄様、矢崎　清三様、水梨　孝純様～同前処置指示あり。
・泉山　紀子様～頚部から背部　デルモゾ―ル軟膏、両下肢　ヘパリン類似物質油性クリーム塗布指示あり。
・山下　幸子様～身体全体の掻痒部　ヘパリン類似物質油性クリーム塗布指示あり。
・金澤　貫藏様～同前処置指示あり。持参薬ビブラマイシン内服（～2/5）は飲み切り中止で可の指示あり。
・木村　格治様～デルモゾ―ルDP軟膏使用しきったらヘパリン類似物質油性クリームを試みる予定。
